
政
府
の
指
令
に
異
を
唱
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
難
民
の
命
を
救
っ
た

気
骨
の
あ
る
外
交
官
　
根
井
三
郎根

井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
　

会
長
　
　
根
井
　
翼
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１　

「
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
」
に
つ
い
て

◆ 
平
成
二
七
年
杉
原
千
畝
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
研
究
者
（
古
江
孝
治
氏
）

よ
り
，
根
井
三
郎
に
つ
い
て
佐
土
原
総
合
支
所
に
調
査
依
頼
。

◆ 

杉
原
千
畝
を
調
査
研
究
し
て
い
る
段
階
で
、
根
井
三
郎
の
存
在
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

▲
根
井
と
い
う
名
字
は
、
宮
崎
県
宮
崎
市
佐
土
原
町
に
多
く
あ
る
。

▲
根
井
・
根
井
と
言
う
こ
と
で
、
私
に
も
確
認
が
あ
っ
た
。

▲
佐
土
原
総
合
支
所
の
佐
土
原
在
住
職
員
を
中
心
に
聞
き
取
り
調
査
。

◎
根
井
三
郎
に
関
す
る
資
料
は
無
く
、
聞
き
取
り
調
査
を
終
了
す
る
。

●
「
顕
彰
の
起
こ
り
」

　

◆ 

平
成
二
七
年
九
月
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
に
お
い
て
「
命
の
バ
ト
ン
を
繋
い

だ
本
人
達
展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
十
二
月
に
、
唐
沢
寿
明
主
演
の
映
画
「
杉

原
千
畝
」
が
公
開
さ
れ
、
こ
の
映
画
で
初
め
て
根
井
三
郎
と
根
井
三
郎
の

苦
悩
の
姿
が
メ
デ
ィ
ア
作
品
で
公
開
さ
れ
る
。

　

◆
十
二
月
報
道
関
係
が
根
井
三
郎
に
関
す
る
調
査
開
始
（
宮
崎
日
日
新
聞
）

　

◆ 

二
八
年
三
月
佐
土
原
に
て
親
族
、
及
び
根
井
三
郎
の
写
真
が
発
見
さ
れ
、

報
道
さ
れ
る
。

　

〇 

平
成
二
八
年
二
月
宮
崎
市
佐
土
原
に
住
む
根
井
三
郎
親
族
の
家
か
ら
発
見

さ
れ
た
根
井
三
郎
の
写
真
。
十
九
歳
～
二
二
歳
頃
、
大
正
十
年
か
ら
十
三

年
頃
の
写
真
で
は
な
い
か
。

と
思
わ
れ
る
。

　

〇 

百
年
近
く
、
親
族
に
こ
の

写
真
が
き
ち
ん
と
保
管
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
写
真
が

な
け
れ
ば
、
根
井
三
郎
の

顕
彰
の
開
始
、
広
が
り
は

無
か
っ
た
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

根
井
三
郎
の
人
道
的
な
行
い
は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

◆ 

平
成
二
八
年
度
宮
崎
県
郷
土
先
覚
者
顕
彰
事
業
に
宮
崎
市
と
し
て
提
案

し
、
採
用
さ
れ
る
。

●
「
顕
彰
開
始
」

　

◆ 

平
成
二
八
年
八
月
四
日　

宮
崎
市
佐
土
原
町
域
住
民
を
中
心
と
し
た
顕
彰

組
織
の
発
足
「
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
」

　

◆ 

平
成
二
八
年
九
月
二
十
四
日　

根
井
三
郎
講
演
会
開
催
（
宮
崎
に
お
い
て

初
め
て
根
井
三
郎
に
つ
い
て
の
発
信
）

　

◆ 

同
九
月
二
五
日　

映
画
「
杉
原
千
畝
」
の
上
映
会
（
宮
崎
映
画
祭
の
協
力
）

　
　

 

上
映
前
に
、
根
井
三
郎
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
、
映
画
を
通
じ
て
根
井

三
郎
の
苦
悩
と
隠
さ
れ
た
偉
業
の
周
知
と
な
っ
た
。

　

◆ 

平
成
二
九
年
か
ら
「
顕
彰
す
る
会
」
の
顕
彰
活
動
を
推
進

　
　

①
平
成
三
十
年
度
以
降
の
根
井
三
郎
顕
彰
の
補
助
事
業
が
計
画

　
　

② 

根
井
三
郎
の
孫
（
根
井
成
美
氏
・
千
葉
県
市
川
市
在
住
）
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
る
。

　
　

③ 

元
宮
崎
県
警
察
本
部
長　

野
口　

泰
氏
の
尽
力
に
よ
る
早
期
の
資
料
等

収
集

　
　

④ 

十
月
根
井
三
郎
氏
の
孫
、
根
井
成
美
氏
、
ジ
ン
ベ
ル
グ
・
ヤ
コ
ブ
国
士

舘
大
学
教
授
、
外
交
史
料
館
白
石
課
長
補
佐
等
と
東
京
で
面
会
。

　
　

⑤ 

平
成
三
一
年
二
月
二
七
日
～
三
月
二
日　

資
料
展
開
催
（
一
回
目
）（
佐

土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

▲ 
年
譜
の
作
成
展
示
、
根
井
三
郎
に
関
す
る
使
用
の
展
示
（
将
棋
盤
等
）
出

生
地
と
言
わ
れ
て
い
る
旧
佐
土
原
町
福
島
地
区
の
絵
図
等
々

　

▲ 

三
月
二
日　

顕
彰
講
演
会
開
催　

佐
土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

が
六
百
名
の
参
加
者
で
満
席
と
な
り
、
根
井
三
郎
に
つ
い
て
の
関
心
の
高

ま
り
を
強
く
感
じ
る
。

　
　

古
江
孝
治
氏　

ジ
ン
ベ
ル
グ
・
ヤ
コ
ブ
教
授　

根
井
成
美
氏　

画像：根井三郎を顕彰する会提供
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戸
敷　

正
市
長　

根
井　

翼
が
登
壇
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ジ
ン
ベ
ル

グ
・
ヤ
コ
ブ
教
授
の
講
演
会
を
開
催
。

　
　

⑥ 
佐
土
原
歴
史
資
料
館　

通
称
「
鶴
松
館
」
に
お
い
て
、
八
月
に
資
料
展

（
二
回
目
）
を
開
催
す
る
。

　
　

⑦ 

三
回
目
の
資
料
展
は
、
令
和
二
年
七
月
十
二
日
～
七
月
十
八
日
ま
で
宮

崎
県
立
図
書
館
で
開
催
。
四
月
に
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
が
発
見

で
き
た
か
ら
開
催
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
広
く
宮
崎
市
民
の
皆

さ
ん
に
根
井
三
郎
と
い
う
人
物
の
存
在
を
知
っ
て
貰
お
う
と
い
う
趣
旨

で
令
和
元
年
か
ら
計
画
。
四
回
目
の
資
料
展
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
、

八
月
に
宮
崎
市
立
図
書
館
で
開
催
。

２　

根
井
三
郎
が
外
交
官
と
し
て
活
動
し
た
時
代

　

〇 

一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
年
）
九
月
一
日
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵

攻
「
第
二
次
世
界
大
戦
の
は
じ
ま
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

〇 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
一
月
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣

成
立
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
五
月
八
日
ま
で
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の

時
代

　

〇 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
、
一
つ
の
民
族
、
一
つ
の
国
家
、
一
人
の
総
統
を
国
の

標
語
と
し
て
い
た
。

　

〇 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
排
斥
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

〇 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
国
外
排
斥
さ
れ
、
隣
国
で

あ
る
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
、

　

〇
ナ
チ
ス
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
後
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
へ

　

〇 

し
か
し
、
そ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
も
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
七
月
に
は
、

ソ
連
に
併
合
さ
れ
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
逃

げ
る
場
所
も
無
く
な
っ
て
い
た
。

　

〇 

日
独
伊
三
国
同
盟
を
締
結
し
て
い
る
時
代
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
九

月
二
七
日
）

地図：根井三郎を顕彰する会より提供
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３　

「
根
井
三
郎
」
と
は
。

　

〇 

「
サ
ム
ラ
イ
外
交
官
」「
気
骨
あ
る
外
交
官
」「
多
く
を
語
ら
ぬ
外
交
官
」「
自

分
の
実
績
を
誇
示
し
な
い
外
交
官
」

　

〇 

時
の
日
本
政
府
に
対
し
て
「
面
白
か
ら
ず
」
と
返
信
し
て
、
杉
原
千
畝
が

発
給
し
た
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
福
井
県
の
敦
賀
港
に
渡

航
さ
せ
た
人
物
。
ま
た
、
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
に
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
で
、
時
の
政
府
の
命
令
に
異
を
唱
え
て
、
単
独
で
ビ
ザ
を
発

給
し
、
福
井
県
敦
賀
港
に
渡
航
さ
せ
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
人
道
的
支
援
を

し
た
人
物
。

　

●
な
ぜ
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

●
根
井
三
郎
の
署
名
の
あ
る
ビ
ザ
は
ご
く
僅
か
。

　
　

● 

更
に
、
根
井
三
郎
に
対
す
る
国
か
ら
の
指
令
、
そ
し
て
そ
の
指
令
に
異

を
唱
え
て
い
た
根
井
三
郎
。

　
　

● 

ユ
ダ
ヤ
人
の
人
た
ち
が
知
り
得
な
い
場
所
で
、
根
井
三
郎
の
苦
悩
と
、

人
道
的
な
行
い
が
あ
っ
た
。

　
　
　

◆ 

こ
の
よ
う
な
根
井
三
郎
の
人
道
的
な
行
い
は
、
根
井
三
郎
本
人
が
発

信
し
な
け
れ
ば
、
誰
も
知
り
得
な
い
も
の
で
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

達
に
も
、
自
分
の
名
前
を
告
げ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

 

し
た
が
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
達
に
は
、
根
井
三
郎
の
名
前
が
覚
え

ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

 

そ
し
て
、
根
井
三
郎
は
、
誰
に
も
、
家
族
に
も
こ
の
こ
と
を
語
ら
ず

に
一
九
九
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

◆ 

中
日
新
聞
社
が
杉
原
千
畝
に
つ
い
て
世
界
中
を
取
材
し
出
版
し
た

「
自
由
へ
の
逃
走
」
（
一
九
九
五
年
出
版
）
の
「
も
う
一
人
い
た
ス
ギ

ハ
ラ
」
と
い
う
章
で
、
杉
原
千
畝
の
妻
幸
子
さ
ん
と
根
井
三
郎
が
偶

然
出
会
っ
た
時
の
言
葉
と
し
て
「
杉
原
さ
ん
が
ビ
ザ
を
出
し
た
と
い

う
の
に
、
私
た
ち
が
駄
目
だ
と
い
う
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
　
　

▲ 

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
中
で
、
根
井
三
郎
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
の
対

応
に
つ
い
て
、
語
っ
た
記
録
と
し
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

「
根
井
三
郎
と
国
と
の
や
り
と
り
の
電
報
」

　

◆ 

こ
れ
は
、
外
務
省
外
交
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
一
九
四
一
年
三
月

三
〇
日
に
当
時
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
日
本
領
事
館
総
領
事
代
理
で
あ
っ
た

「
根
井
三
郎
」
と
「
近
衛
文
麿
外
務
大
臣
代
理
」
（
総
理
大
臣
）
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
電
報
で
あ
る
。

　

◆ 

こ
の
電
報
の
存
在
は
、
根
井
三
郎
の
言
葉
が
載
っ
て
い
た
中
日
新
聞
発
行

の
書
籍
「
自
由
へ
の
逃
走
」
（
一
九
九
五
年
発
行
）
に
も
書
か
れ
て
お
り
、

二
十
年
以
上
前
か
ら
も
根
井
三
郎
の
人
道
的
な
行
い
は
知
ら
れ
て
い
た
の

だ
。
と
い
う
こ
と
が
調
査
で
判
明
。

　

◆  
こ
の
電
報
の
前
の
二
月
十
日
に
外
務
大
臣
代
理
近
衛
文
麿
よ
り
、
根
井
三

郎
宛
に
「
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
は
当
て
に
な
ら
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ

政
府
の
許
可
が
必
要
」と
い
っ
た
指
令
が
出
さ
れ
、
三
月
十
九
日
に
は
、「
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
集
ま
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
持
つ
ビ
ザ
を
再
検
閲
し
、

日
本
入
国
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
よ
う
、
ま
た
、
再
度
繰
り
返
す
が
、
杉

原
ビ
ザ
は
容
認
で
き
な
い
」
と
い
う
指
令
が
出
て
い
る
。
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資料：（外務省外交史料館所蔵）根井三郎を顕彰する会提供
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※ 

こ
の
よ
う
な
、
指
令
を
国
か
ら
受
け
止
め
て
の
根
井
三
郎
の
反
論
が
こ

の
電
報
で
あ
る
。

　
　

◆ 

こ
の
電
報
の
重
要
な
部
分
を
要
約
す
る
と
（
右
ペ
ー
ジ
の
下
側
部
分
の

後
ろ
か
ら
三
行
目
か
ら
）

　
　
　

 「
帝
国
領
事
の
査
証
を
有
す
る
者
に
て
、
は
る
ば
る
当
地
に
た
ど
り
着

き
、
た
だ
単
に
第
三
国
査
証
が
中
南
米
と
な
り
お
る
と
の
理
由
で
、
一

律
に
検
印
を
拒
絶
す
る
の
は
、
帝
国
在
外
公
館
査
証
の
威
信
よ
り
み
る

も
、
〝
面
白
か
ら
ず
〟
ま
た
、
査
証
を
持
た
な
い
者
に
対
し
て
も
、
単

に
避
難
難
民
取
り
締
ま
り
簡
易
化
の
見
地
よ
り
の
み
、
当
館
に
て
査
証

の
発
給
を
停
止
す
る
は
、
彼
ら
が
モ
ス
ク
ワ
に
引
き
返
し
得
ざ
る
よ
り

す
る
も
、
適
当
な
ら
ず
」

　
　
　

 

現
存
し
て
い
る
こ
の
電
報
と
、
こ
の
反
論
に
至
る
ま
で
の
根
井
三
郎
と

国
の
や
り
と
り
を
整
理
し
て
解
釈
す
る
と
。

　　

◆
根
井
三
郎
に
対
し
て
、
国
（
本
省
）
か
ら
の
指
令

　
　

●
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
に
は
不
備
が
多
い
の
で
、
再
審
査
を
行
え
。

　
　

● 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
へ
の
ビ
ザ
や
渡
航
証
明
書
の
発

給
は
行
わ
な
い
よ
う
に
、
対
応
は
モ
ス
ク
ワ
の
大
使
館
以
外
は
行
う
な
。

（
モ
ス
ク
ワ
に
引
き
返
し
て
貰
え
。
）

　

◆ 

根
井
三
郎
は
こ
の
指
令
に
対
し
て
、
根
井
三
郎
の
電
報
で
い
っ
て
い
る
こ

と
は
。

　
　

● 

「
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
達
が
、
よ
う
や
く
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
た
ど
り
着
い
た
中
『
ビ
ザ
は
中
南
米
行
き
と
し
て
許

可
し
た
よ
う
だ
が
、
実
際
は
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
不
備
あ
る
許
可
・

ビ
ザ
の
発
給
で
あ
る
。
日
本
行
き
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
す
る
の
は
、

一
度
、
日
本
帝
国
在
外
公
館
と
し
て
審
査
、
許
可
し
た
も
の
を
、
不
備
・

確
認
漏
れ
が
あ
っ
た
の
で
失
効
だ
と
す
る
よ
う
な
も
の
。こ
の
よ
う
な
、

日
本
の
対
応
は
、
日
本
国
の
権
威
を
損
な
う
も
の
だ
〝
面
白
か
ら
ず
〟（
良

く
な
い
）
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
達
避
難
民
が
モ
ス
ク
ワ
ま
で
引
き
返
す
こ

と
は
不
可
能
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
の
ビ
ザ
発
給
停
止
は
適
切
で
は
な

い
」

　
　
　

 

こ
の
よ
う
に
、
根
井
三
郎
は
国
（
本
省
）
の
命
令
に
対
し
て
、
〝
面
白

か
ら
ず
〟
と
、
強
い
表
現
を
用
い
て
異
議
を
唱
え
て
い
た
。

　
　

●
本
省
指
令
へ
の
根
井
三
郎
の
反
論
と
も
と
れ
る
こ
の
電
報
の
宛
先

　
　
　

 

近
衛
文
麿
外
務
大
臣
で
あ
る
が
、
実
際
の
外
務
大
臣
は
、
松
岡
洋よ

う

右す
け

。

こ
の
時
期
、
松
岡
は
日
ソ
中
立
条
約
締
結
に
向
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
遊

中
。
当
時
の
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
近
衛
文
麿
が
外
務
大
臣
を
兼
務
中

　
　

●
顕
彰
す
る
会
で
判
明
し
た
こ
と

　
　
　

〇 

こ
の
電
報
を
送
る
前
の
一
九
四
〇
年
十
二
月
に
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

に
対
す
る
ビ
ザ
発
給
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
以
外
行
う
な
」
と
、
近

衛
文
麿
外
務
大
臣
か
ら
、
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ソ
連
の
大
使
館
に
通
達

が
出
て
い
る
。

　
　
　

〇 

外
交
資
料
館
に
は
、
根
井
三
郎
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
日
本
総
領
事
館

代
表
者
副
領
事
（
総
領
事
代
理
）
と
な
り
、ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
渡
っ

た
こ
と
を
示
す
、
〝
一
九
四
〇
年
十
二
月
付
け
の
旅
券
〟
が
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　
　

● 
こ
の
電
報
や
、
他
の
外
交
資
料
館
保
管
資
料
よ
り
、
根
井
三
郎
の
普
通

で
は
考
え
ら
れ
な
い
〝
気
骨
あ
る
対
応
ぶ
り
〟
が
伺
え
る
。

　
　
　

 　

し
か
し
、
二
十
年
以
上
も
前
か
ら
こ
の
電
報
の
所
在
は
知
ら
れ
て
い

た
。
根
井
三
郎
の
気
骨
あ
る
対
応
も
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、〝
な

ぜ
〟
こ
こ
ま
で
根
井
三
郎
の
名
前
・
そ
の
偉
業
が
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ



― 8 ―

た
の
か
。

　
　

◆ 

根
井
三
郎
は
、
自
分
の
行
っ
た
行
動
を
家
族
に
も
誰
に
も
話
し
て
い
な

い
。
孫
の
根
井
成
美
氏
も
私
ど
も
と
の
接
触
の
中
で
、
祖
父
で
あ
る
根

井
三
郎
氏
が
す
ご
い
こ
と
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
れ
た
次
第
で

あ
る
。
た
だ
、
外
務
省
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
お

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

 

そ
し
て
、
根
井
三
郎
は
黙
し
て
語
ら
ぬ
ま
ま
、
一
九
九
二
年
東
京
都
で

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

  

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
根
井
三
郎
に
つ
い
て
は
、
杉
原
千
畝
顕
彰
の
影

に
隠
れ
て
し
ま
う
形
に
な
り
、
近
年
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
、
顕
彰
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　

 　

根
井
三
郎
が
近
衛
文
麿
総
理
大
臣
に
宛
て
た
電
報
〝
面
白
か
ら
ず
〟

戦
時
中
の
極
限
的
な
場
面
に
お
い
て
、
国
に
反
論
す
る
決
断
に
至
る
ま

で
の
困
難
、
苦
悩
を
考
え
る
と
「
も
う
一
人
の
ス
ギ
ハ
ラ
」
と
し
て
、

根
井
三
郎
の
行
い
を
影
に
置
い
た
ま
ま
に
は
出
来
な
い
。
も
っ
と
、
根

井
三
郎
の
人
道
的
な
行
い
に
光
が
当
た
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

強
く
考
え
、
平
成
二
八
年
八
月
に
「
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
」
を
宮

崎
市
佐
土
原
で
発
足
さ
せ
た
。

「
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」

　
　

　

● 

ユ
ダ
ヤ
人
難
民
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
脱
出
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
リ

ト
ア
ニ
ア
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
行
き
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

へ
、
そ
こ
か
ら
船
で
日
本
に
渡
り
、
日
本
を
通
過
し
、
第
三
国
（
オ
ラ
ン

ダ
領　

キ
ュ
ラ
ソ
ー
島
カ
リ
ブ
海
に
あ
る
）
へ
の
ル
ー
ト
。
実
際
は
、
ア

メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
中
南
米
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
上
海
へ

　

● 

顕
彰
す
る
会
は
、
顕
彰
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
「
杉
原
ビ
ザ
（
命

の
ビ
ザ
）
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
話
は
、
「
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
で

は
な
い
か
？
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
「
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
の

中
で
、
根
井
三
郎
に
つ
い
て
、
根
井
三
郎
の
人
道
的
な
行
い
に
つ
い
て
、

多
く
の
宮
崎
の
方
々
に
知
っ
て
貰
い
た
い
、
伝
え
て
貰
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

 

杉
原
千
畝
（
命
の
バ
ト
ン
を
送
る
）
→
根
井
三
郎
（
命
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
）

→
小
辻
節
三
（
命
の
バ
ト
ン
を
受
け
る
）

　

● 

小
辻
節
三
…
神
戸
港
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
達
を
第
三
国
へ
の
出
国
に
奔
走

し
た
。
（
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
達
の
滞
在
期
間
を
延
長
さ
せ
た
）

◆ 

こ
の
「
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
で
は
、
根
井
三
郎
の
役
割
を
「
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
の
流
れ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
の
発
見
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

根
井
三
郎
は
自
分
自
身
の
、
単
独
で
ビ
ザ
を
発
給
し
た
と
い
う
事
実
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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ビ
ザ
発
給
要
件

　

１
現
滞
在
国
か
ら
の
出
国
許
可
（
リ
ト
ア
ニ
ア
）

　

２
最
終
受
け
入
れ
国
の
許
可
（
オ
ラ
ン
ダ
）

　

３
通
過
国
の
許
可
を
得
る
（
ソ
連
・
日
本
）

　

４
最
終
受
け
入
れ
国
ま
で
の
十
分
な
旅
費

　

５
ビ
ザ
発
給
に
問
題
が
な
い
と
い
う
身
分
証
明
書
提
示

　
　

　

● 

当
時
、
ビ
ザ
を
発
給
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。　

　
　

 

当
時
、
日
本
は
、
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
受
入
は
拒
否
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日

本
国
通
過
は
認
め
て
い
た
。

　

●
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
　
　

第
二
一
号

　
　
　

昭
和
十
六
年
六
月
二
十
八
日　

通
過
査
証

　
　
　

敦
賀
横
浜
経
由
「
ア
メ
リ
カ
」
行

　
　
　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

　
　
　

日
本
帝
国
総
領
事
館

　
　
　
　

総
領
事
代
理　

根
井
三
郎　

総
領
事
代
理
の
公
印

　

資料：根井三郎を顕彰する会より提供
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上資料 2点：北出明氏提供

画像：根井三郎を顕彰する会提供

「アメリカに落ち着いた頃の一家」

ポーランド人（1908年 8月31日ワルシャワ生）

Simon　Korentajer（シモン・コエンタイエル）

妻 Emma（エマ）　長女 Felicia（フェリシア）

●フェリシアさんの次女　キム・ハイドンさんの提供によるもの

●�シモン・コエンタイエル夫妻の次女で、フェリシアさん次女の　

キム・ハイドンさんが、上のビザを大切に保管していた。

「根井三郎が発給した渡航証明書」↑

今回新しく出てきた「根井三郎が単独で発給したビザ」→
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私
の
推
測
で
あ
る
が
、
シ
モ
ン
・
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
夫
妻
が
自
分
の
子
ど

も
、
孫
に
も
こ
の
ビ
ザ
の
由
来
と
大
切
さ
を
語
り
継
い
で
こ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
、
「
こ
の
ビ
ザ
の
お
陰
で
、
み
ん
な
が
こ
の
よ
う
に
楽
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
等
…
…
そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
根
井
三
郎
の
存
在
と
業
績
を
証
明
す
る
唯
一
の
資
料
が
出
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
涙
が
出
る
ほ
ど
あ
り
が
た
く
、
ま
た
、
本
当
に
大
事
に
保
管

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

● 

こ
の
ビ
ザ
は
二
一
号
な
の
で
、
も
っ
と
発
給
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

と
も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
シ
モ
ン
・
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
さ
ん
夫
妻

の
よ
う
に
、
孫
の
世
代
に
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
、
一
抹
の
不
安

は
感
じ
て
い
る
が
、
私
た
ち
「
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
」
は
、
新
た
な
ビ

ザ
所
有
者
を
捜
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

● 

今
回
の
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
の
発
見
は
、
大
き
な
反
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
私
ど
も
は
、
根
井
三
郎
が
自
分
自
身
で
ビ
ザ
を
発
給
し
た
と
い
う
こ

と
を
、
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
、
ロ
シ
ア
国
立
人
文
大
学
教
授

で
根
井
三
郎
研
究
者
イ
リ
ヤ
・
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
の
話
で
は
聞
い
て
い
ま
し

た
。
現
に
、
ビ
ザ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大
き
な
自
信
に

繋
が
り
ま
し
た
。
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
は
「
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
は
、

五
五
件
以
上
に
の
ぼ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

「
根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
発
見
に
伴
う
新
聞
報
道
等
」

　　

◆ 

地
元
三
社
の
放
送
局
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
県
民
へ
の
発

信
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
地
元
紙
「
宮
崎
日
日
新
聞
」
も
、
大
き

く
一
面
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
全
国
紙
の
「
朝
日
新
聞
」
「
毎
日
新

聞
」
。
地
方
紙
の
「
西
日
本
新
聞
」
「
中
日
新
聞
」
等
で
も
、
大
き
く
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

◆ 

児
童
生
徒
向
け
に
も
「
宮
日
子
ど
も
新
聞
」
が
一
面
に
、
「
根
井
三
郎　

命
の
ビ
ザ
発
見
」
と
い
う
見
出
し
で
、
全
国
版
の
「
朝
日
小
学
生
新
聞
」

に
も
一
面
に
、
「
命
の
ビ
ザ
発
給
の
外
交
官
は
も
う
一
人
い
た
根
井
三
郎

の
資
料
み
つ
か
る
」
と
い
う
見
出
し
で
、
小
学
生
に
分
か
り
や
す
く
取
り

上
げ
て
く
れ
て
い
る
。
同
じ
「
朝
日
中
高
生
新
聞
」
で
も
「
命
の
ビ
ザ
発

給
功
績
に
新
た
な
証
拠　

外
交
官
根
井
三
郎
」
と
い
う
見
出
し
で
、
中
学

生
、
高
校
生
向
け
の
文
面
で
取
り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
。
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宮崎日日新聞社掲載　2020（令和 2）年　6月 3日付 1面より
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東京新聞社掲載　2020（令和 2）年 6月 3日付夕刊 1面より



― 14 ―

毎日新聞社掲載　2020（令和 2）年　6月 6日付夕刊　1面より
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「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
報
道
」

　

◆ 
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
も
今
回
の
ビ
ザ
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上

げ
て
く
れ
て
い
る
。
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
Ｇ
Ｙ
」（
考
古
学
）
と
い
う
、

論
文
で
あ
る
が
、
中
身
を
要
約
す
る
と
、
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
、
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
―
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｂ
ｕ
ｎ
「
朝
日
新
聞
は
、
ラ
イ

タ
ー
の
北
出　

明
さ
ん
が
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
日
本
領
事
の
根
井
三
郎
に

よ
り
発
給
さ
れ
た
ビ
ザ
を
探
し
当
て
た
」
と
報
道
し
た
。

　
　

内
容
は
大
体
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
　

 　

一
九
三
九
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
ナ
チ
ス
の
進
入
の
前
に
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
逃
げ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
シ
モ
ン
・
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
に

対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

 　

シ
モ
ン
・
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
さ
ん
の
孫
キ
ム
・
ハ
イ
ド
ン
さ
ん
は
、

一
九
四
一
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
根
井
三
郎
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
ビ

ザ
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
。

　
　

 　

そ
の
国
の
外
務
省
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
政
策
方
針
を
破
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
さ
ん
、
彼
の
妻
、
娘
達
は
日
本
に
逃
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
記
録
は
あ
る
が
、
今
回
、
再
発
見
さ

れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
に
対
し
て
の
根
井
か
ら
出
さ
れ
た
初
め
て
の
ビ
ザ
で

あ
る
。

　
　

 　

二
一
と
い
う
数
が
こ
の
ビ
ザ
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
根
井
が
二
十
か
そ

れ
以
上
の
数
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
（
※
こ
の
部
分
を

根
井
三
郎
が
発
給
し
た
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る
子
孫
が
読
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
私
は
願
っ
て
い
る
。
）

　
　

 　

「
私
は
、
根
井
三
郎
が
危
険
を
冒
し
て
人
道
的
な
行
為
を
遂
行
し
た
こ

と
が
、
確
証
さ
れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
」
と
、
根
井
三
郎
の
名
誉
を
探

る
会
（
顕
彰
会
）
の
根
井　

翼
氏
は
語
っ
て
い
る
。
（
直
訳
す
る
と
こ
の

よ
う
に
な
る
ら
し
い
で
す
。
）

　
　

 　

シ
モ
ン
・
コ
エ
ン
タ
イ
エ
ル
家
は
、
一
九
四
七
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
移
住
す
る
前
に
、
上
海
で
六
年
過
ご
し
た
。

「
福
井
県
の
方
の
宮
崎
日
日
新
聞　

窓　

の
欄
へ
の
投
稿
」

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
ビ

ザ
の
発
見
は
、
宮
崎
の
み
な

ら
ず
、
全
国
的
に
根
井
三
郎

の
存
在
と
業
績
に
つ
い
て
、

大
き
く
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

　

◆
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

か
ら
「
根
井
三
郎
と
言
う
人

を
初
め
て
知
っ
た
」
「
も
っ
と

も
っ
と
知
り
た
い
」
「
す
ご
い

人
が
宮
崎
県
出
身
で
い
た
ん

で
す
ね
。
」

　

◆
「
す
ご
い
こ
と
で
す
。

宮
崎
県
人
と
し
て
誇
り
で
す
」

等
々
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
多
く
の

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
も
っ
と
も
っ
と
発
信
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
皆
様
方
か

ら
も
、
ど
う
ぞ
、
根
井
三
郎

に
つ
い
て
発
信
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　

宮崎日日新聞社掲載

2020( 令和 2) 年

6 月 16 日付 9面より
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◆
今
回
の
ビ
ザ
発
給
の
発
見
は
、
北
出　

明
氏
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

北
出
氏
は
、
杉
原
千
畝
の
ビ
ザ
を
通
し
て
根
井
三
郎
の
存
在
を
確
認
し
、
多

く
の
講
演
の
中
で
、
根
井
三
郎
の
業
績
を
話
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ビ
ザ
発
給

の
事
実
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
も
二
回
ほ
ど
お
会
い
し
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
回
目
は
、

佐
土
原
に
直
接
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
二
回
目
は
東
京
の
久
我
山
で
お
会

い
し
ま
し
た
。

◆
根
井
三
郎
は
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
十
五
年
三
月
十
八
日
）
生

一
九
一
四
年
（ 

大
正
三
年
三
月
二
五
日
）
旧
広
瀬
村
広
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
（
現

広
瀬
小
学
校
）
卒
業
（
※
昨
年
、
明
ら
か
に
な
る
。
）

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
四
月
）
長
崎
県
立
大
村
中
学
校
入
学

一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
三
月
）
長
崎
県
立
大
村
中
学
校
卒
業
（
現
大
村
高
校
）

一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
四
月
）
外
務
省
留
学
生
試
験
に
合
格

一
九
二
一
年
（ 　

　々
　

十
月
）
ハ
ル
ビ
ン
の
日
露
協
会
学
校
（
後
の
ハ
ル
ビ

ン
学
院
）
に
留
学
（
二
期
先
輩
に
杉
原
千
畝
が
い
た
。
）
外
交

官
と
し
て
旧
ソ
連
や
イ
ラ
ン
な
ど
で
の
勤
務
を
経
る
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
総
領
事
代
理
に
就
任

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
帰
国

一
九
四
五
年
（ 

昭
和
二
十
年
）
日
本
国
内
で
終
戦
を
迎
え
る
。
こ
の
年
、
外
務

省
で
は
大
幅
な
人
員
整
理
が
行
わ
れ
、
根
井
三
郎
は
職
を
失
い

ま
す
。

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
大
蔵
事
務
官
就
任
（
大
蔵
省
）

一
九
五
二
年 

（ 

昭
和
二
七
年
）
入
国
管
理
庁
外
務
技
官
に
任
命
さ
れ
る
（
法
務

省
）

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
鹿
児
島
入
国
管
理
事
務
所
長

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
名
古
屋
入
国
管
理
事
務
所
（
現
在
の
管
理
局
）　
　
　

　
　
　
　
　
　

所
長
を
退
職
（
東
京
都
に
自
宅
）

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
永
眠
（
享
年
九
十
歳
）

　
　

◆ 

東
京
に
住
ん
で
か
ら
、「
宮
崎
の
佐
土
原
に
帰
る
ん
だ
」
と
い
つ
も
言
っ

て
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

「
東
京
久
我
山
喫
茶
店

『
豆
の
木
』
」

　

◆
お
孫
さ
ん
の
根
井

茂
美
さ
ん
の
話
に
よ
る

と
、
久
我
山
に
住
ま
れ

て
か
ら
、
晩
年
は
近
く

の
喫
茶
店
「
豆
の
木
」

に
よ
く
行
か
れ
て
お
り
、

日
課
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
私
ど
も
も
直
接
「
豆

の
木
」
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
こ
の
マ
ス
タ
ー
は
、

残
念
な
が
ら
ご
存
知
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
年

齢
的
な
差
で
し
ょ
う
か

ね
。

画像：根井三郎を顕彰する会より提供
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記
事
が
一
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
に
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
中
央
で
も
根
井
三
郎
の
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
輪
を
広
げ
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

「
東
久
我
山
自
治
会
回
覧
」

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
政
府
ト
ッ
プ
か
ら
の
命
令
を
、
何
故
？
根
井
三

郎
が
こ
こ
ま
で
毅
然
と
反
論
し
、
自
分
自
身
の
判
断
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を

船
に
乗
せ
た
の
か
？
根
井
三
郎
に
は
、
大
き
な
苦
悩
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

私
ど
も
、
「
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
」
は
、
根
井
三
郎
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
で
行
っ
た
人
道
支
援
は
、
ま
さ
に
、
「
郷
土
の
偉
人
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
行
い
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
井
の
頭
公
園
」

　

◆
「
井
の
頭
公

園
」
も
よ
く
散
歩

さ
れ
て
い
た
よ
う

で

す
。

私

ど

も

も
行
っ
て
み
ま
し

た
が
、
池
の
端
に

橋
が
架
か
っ
て
お

り
、
そ
の
橋
か
ら

見
る
光
景
が
出
身

の
佐
土
原
の
福
島

地
区
の
川
に
似
て

い

る

よ

う

で

あ

り
、
本
人
も
そ
の

よ
う
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

◆ 

ま
た
、
地
区
の
俳
句
会
に
も
所
属
し
て
い
た
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
確
実
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
　

 

東
京
都
杉
並
区
の
区
役
所
を
訪
問
し
、
根
井
三
郎
に
関
す
る
資
料
や
情
報

の
取
材
を
行
っ
た
が
、
「
根
井
三
郎
の
こ
と
を
初
め
て
聞
い
た
。
」
と
い
う

話
や
杉
並
区
の
歴
史
資
料
に
も
根
井
三
郎
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
実

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

◆ 

「
久
我
山
東
」
の
自
治
会
長
さ
ん
（
庄
司
芳
明
様
）
に
も
お
会
い
し
て
、

根
井
三
郎
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
根
井
三
郎
さ
ん
の
息
子

さ
ん
の
根
井　

繁
さ
ん
と
の
つ
き
あ
い
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
根
井
家
の
墓

の
墓
石
を
創
ら
れ
た
方
の
よ
う
で
す
。
「
東
久
我
山
自
治
会
回
覧
の
久
我

山
昔
話
一
二
九
」
で
根
井
三
郎
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

六
月
三
日
付
け
の
「
東
京
新
聞
夕
刊
」
に
根
井
三
郎
発
給
の
ビ
ザ
発
見
の

画像：根井三郎を顕彰する会より提供

画像：根井三郎を顕彰する会より提供
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〇
県
内
の
状
況

　
　

 
※
令
和
元
年
六
月
十
八
日
の
県
議
会
一
般
質
問
で
横
田
照
雄
県
議
会
議
員

が
、
河
野
県
知
事
に
、
「
根
井
三
郎
氏
顕
彰
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
河
野
知
事
の
主
な
答
弁
内
容

　
　

▲ 

「
根
井
三
郎
氏
の
決
断
は
、
戦
時
中
の
極
限
的
な
場
面
に
お
い
て
た
い

へ
ん
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
人
道
的
な
行
為

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
」

　
　

▲ 

「
私
も
、
平
成
二
八
年
の
顕
彰
会
の
講
演
を
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
本
県
に
は
命
の
リ
レ
ー
の
中
で
人
道
的
な
見
地
か
ら
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
立
派
な
仕
事
を
さ
れ
た
先
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
で
、
県
民
と
し
て
誇
ら
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
以
前
外
交
官
を
志
し
て
お
り
ま
し
た
私
と
し
て
も
、
特
に
感
銘
を

強
く
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
資
料
や
情
報
の
収
集
調
査

が
更
に
進
み
、
根
井
三
郎
氏
の
功
績
や
生
涯
な
ど
、
そ
の
人
物
像
が
史

実
に
基
づ
い
て
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
」

　
　

▲ 

「
現
在
、
宮
崎
市
や
地
元
顕
彰
会
、
大
学
や
民
間
の
研
究
者
な
ど
に
よ

り
、
国
内
外
で
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
、
そ
れ
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る

功
績
等
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
根
井
三
郎
氏
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
な

ど
、
顕
彰
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

　

 　

ま
た
、
宮
崎
市
議
会
で
は
、
令
和
元
年
十
二
月
の
一
般
質
問
で
、
時
任
さ

お
り
議
員
が
「
根
井
三
郎
」
の
顕
彰
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
方
を
質
問
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

■
市
長
の
答
弁
内
容　

「
現
在
、
根
井
三
郎
を
顕
彰
す
る
会
の
皆
さ
ん
が
、

資
料
等
の
発
掘
や
整
理
、
お
孫
さ
ん
と
の
連
絡
等
を
通
し
て
、
業
績
の
顕
彰

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
資
料
展
等
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
、

広
く
、
市
民
へ
の
周
知
努
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
今
後
進
め
て
い
き
た
い
」

と
い
う
前
向
き
な
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

 

※
令
和
二
年
六
月
十
六
日
の
県
議
会
一
般
質
問
で
、
横
田
照
雄
議
員
が
再　

び
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

 「
米
国
で
発
見
さ
れ
た
ビ
ザ
を
入
手
し
、
県
の
重
要
文
化
財
と
し
て
保
管

展
示
で
き
な
い
か
」

　

■
知
事
の
答
弁
内
容　

「
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、

宮
崎
市
や
顕
彰
す
る
会
な
ど
を
中
心
に
、
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
顕
彰

方
法
や
ビ
ザ
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
同
市
と
連
携
し
検
討
し
た
い
」
と
い
う
、

答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
六
月
の
宮
崎
市
議
会
に
一
般
質
問
で
、
大
場
祥
子
議
員
が
質
問　

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
多
く
の
命
を
救
っ
た
人
道
的
な
行
動
を
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ぐ
た
め

の
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

■
教
育
長
の
答
弁　

「
本
年
度
は
、
社
会
科
副
読
本
の
改
訂
作
業
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
根
井
三
郎
の
業
績
に
つ
い
て
具
体
的
に
掲
載
し
、
授
業

に
お
い
て
適
宜
取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
」

　

宮
崎
市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
三
年
生
が
使
用
す
る
社
会
科
の
副
教
材

に
根
井
三
郎
の
顔
写
真
や
具
体
的
な
功
績
を
掲
載
し
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら

授
業
で
扱
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※ 

こ
の
よ
う
に
、
宮
崎
県
議
会
・
宮
崎
市
議
会
に
お
い
て
も
根
井
三
郎
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
動
き
が
少
し
で
は
あ
る
が
、
出
て
き
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、

「
宮
崎
県
出
身
の
外
交
官　

根
井
三
郎
」
と
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
周
知
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
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す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

◆
顕
彰
活
動
は
た
い
へ
ん
困
難
で
ご
ざ
い
ま
す
。
根
井
三
郎
の
書
物
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
根
井
三
郎
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
物
が
生
き
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
顕
彰
活
動
は
本
当
に
困
難
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
も

同
じ
で
す
け
ど
…

　
　

私
ど
も
は
、
研
究
者
の
調
査
結
果
に
よ
る
調
査
結
果
や
関
係
機
関
等
と
の

調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
研
究
者
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
も
、
書
物
と
し

て
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
根
井
三
郎
の
活
動
を
入
手
す
る
の
は
、

極
め
て
困
難
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
杉
原
千
畝
に
つ
い

て
の
も
の
で
し
た
。

　
　

し
か
し
、
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

達
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
日
本
の
福
井
県
の
敦
賀
港

に
渡
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
が
、
研
究
者
の
中
で
も
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に

つ
い
て
の
研
究
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、
根
井
三
郎
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
　

根
井
三
郎
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
お
け
る
行
動
を
一
番
理
解
し
て
い
た
の

が
、
ロ
シ
ア
の
研
究
者
イ
リ
ア
・
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
で
あ
る
。
こ
の
ア
ル
ト

マ
ン
教
授
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
の
が
、
国
士
舘
大
学
教
授
の
ジ
ン
ベ
ル

グ
・
ヤ
コ
ブ
教
授
で
あ
る
。
ア
ル
ト
マ
ン
教
授
も
ヤ
コ
ブ
教
授
も
根
井
三
郎

の
実
績
を
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

達
を
福
井
県
の
敦
賀
港
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
業
績
の
高
さ
を
言
っ
て

お
ら
れ
る
。

　
　

根
井
三
郎
の
行
っ
た
行
動
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ヤ
ド
・
バ
シ
ェ
ム
賞
」

に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
申
請
さ
れ
て
い
る
。

　
　

「
ヤ
ド
・
バ
ジ
ェ
ム
賞
」
と
は
、
「
諸
国
民
の
中
の
正
義
の
人
」
と
言
い
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
る
。

　

「
諸
国
民
の
正
義
の
人
」
と
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
、

即
ち
、
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
か
ら
自
ら
の
生
命
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
ユ

ダ
ヤ
人
を
守
っ
た
非
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
々
を
表
す
称
号
。
「
正
義
の
異
邦
人
」

と
も
呼
ば
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
日
本
で
は
、
杉
原
千
畝
が
「
ヤ
ド
・
バ
シ
ェ

ム
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
　

私
た
ち
「
顕
彰
を
す
る
会
」
と
し
ま
し
て
も
、
根
井
三
郎
の
人
道
的
な
行

い
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
ヤ
ド
・
バ
シ
ェ
ム
賞
」
に

十
分
該
当
す
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
賞
が
実
現
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
更
に
活
動
を
続
け
、
新
し
い
ビ
ザ
の
発
見
に
繋
が
る
よ
う
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

◆
本
日
は
、
杉
原
千
畝
、
根
井
三
郎
、
小
辻
節
三
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

の
置
か
れ
た
状
況
等
を
含
め
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
っ
と

情
報
を
集
め
、
根
井
三
郎
の
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
か
ら
の
根
井
三
郎
に
関
す
る
情
報
等
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

◆
共
同
新
聞
の
調
査
に
よ
る
も
の
を
、
岐
阜
新
聞
が
八
月
十
九
日
付
け
で
掲
載

し
た
内
容
。
こ
の
記
事
の
中
に
も
、
根
井
三
郎
の
存
在
は
知
ら
ず
に
、
杉
原

千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ
と
思
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

取
材
の
中
で
も
、
キ
ム
・
ハ
イ
ド
ン
さ
ん
は
、
「
母
に
と
っ
て
、
ビ
ザ
や

写
真
が
当
時
持
っ
て
い
た
も
の
の
す
べ
て
だ
っ
た
。
根
井
の
ビ
ザ
は
家
族
の

宝
物
だ
」
と
語
っ
た
。
「
母
は
、
ビ
ザ
の
お
陰
で
生
き
抜
き
、
今
は
ひ
孫
ま

で
い
る
大
家
族
。
根
井
の
ビ
ザ
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
い
な
か
っ
た
。
」
と

語
っ
て
い
る
。
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「
日
露
協
会
学
校　

自
治
三
決
」

　
　

最
後
に
、
杉
原
千
畝
と
根
井
三
郎
が
共
に
学
ん
だ
ハ
ル
ピ
ン
に
あ
る
「
日

露
協
会
学
校
」
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
自
治
三
決
」
を
ご
紹
介
し
て
終
わ
り

に
致
し
ま
す
。

　
　

〇
人
の
お
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う

　
　

〇
人
の
お
世
話
を
す
る
よ
う

　
　

〇
そ
し
て
報
い
を
求
め
ぬ
よ
う

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

根井三郎の画像：

根井三郎を顕彰する
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